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令和元年度 福祉保健活動拠点事業報告書 

 

施設名  

 横浜市青葉区福祉保健活動拠点 

 

事業計画  

１ 場の提供について  

(1)場の提供を通した関係性の構築・利用団体支援 

ボランティア・市民活動分科会において、在宅の生活支援活動等を行う団体を対象

とした情報交換・検討を実施しました。 

 また、子どもの居場所づくりにおいては、昨年度に引き続き、あおば子ども食堂実

行委員会に対し、週１回会場を提供するとともに、こどもの居場所づくり連絡会を開

催しました。 

 本会の各部会・分科会の開催を通して、団体同士が互いの活動を知り、横のつなが

りを築く機会を提供しました。 

 拠点内に利用団体情報コーナーを設置し、団体間の情報共有の促進に努めました。 

 

(2)拠点の利用促進に関すること 

 区内の活動者に対する印刷機・カラーコピー機の低料金での提供や無料貸出機材の

提供を行いました。 

 福祉に関する区民からの問い合わせにワンストップで対応する総合相談窓口とし

ての機能の充実を図るとともに、様々な福祉保健情報の収集が可能となるよう引き続

き情報コーナーを常設設置し、広く収集した福祉保健活動情報や地域活動情報を整

理、配架、掲示しました。 

 また、広く福祉に関する相談を受け付け、本会で対応できない場合も関係機関につ

なげるなど対応しました。 

 

平日 
実績（利用件数） 実績（利用率） 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 

団体交流室 202 件 389 件 223 件 60.0％ 80.4％ 60.4％ 

多目的研修室 149 件 205 件 117 件 62.1％ 68.3％ 47.9％ 

点字製作室 87 件 154 件 53 件 35.8％ 54.6％ 22.1％ 

録音室 58 件 96 件 17 件 24.2％ 37.1％ 7.1％ 

対面朗読室 133 件 238 件 67 件 54.2％ 73.3％ 27.9％ 

土曜 
実績（利用件数） 実績（利用率） 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 

団体交流室 70 件 79 件 12 件 84.0％ 84.0％ 20.0％ 

多目的研修室 42 件 43 件 24 件 84.0％ 86.0％ 48.0％ 
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点字製作室 29 件 32 件 0 件 58.0％ 56.0％ 0％ 

録音室 4 件 7 件 0 件 8.0％ 14.0％ 0％ 

対面朗読室 14 件 35 件 2 件 28.0％ 58.0％ 4.0％ 

日祝 
実績（利用件数） 実績（利用率） 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 

団体交流室 24 件 70 件 
 

25.7％ 60.0％ 
 

多目的研修室 19 件 50 件 
 

27.1％ 62.9％ 
 

点字製作室 10 件 10 件 
 

14.3％ 14.3％ 
 

録音室 4 件 8 件 
 

5.7％ 11.4％ 
 

対面朗読室 14 件 23 件 
 

18.6％ 31.4％ 
 

 

 

 

(3)拠点のサービスの向上に関すること 

拠点におけるサービス向上のため、次のとおり各種取組を行いました。 

①窓口満足度調査の実施（年１回） 

  窓口対応や拠点運営全般についての調査票にて利用者から評価・意見をいただ

き、調査結果は集計の上、要望事項への回答も含めて拠点内に掲示し、改善に努め

ました。 

②ご意見箱の設置（通年） 

  本会独自の「ご意見箱」を設置し、拠点運営を含め本会事業や活動全般について

の意見をいただき、サービスの向上に努める体制を整えました。 

③利用団体懇談会の開催 

  下記参照 

 

(4)利用調整会議等の開催 

 拠点の適切かつ公正な運営のため、指定管理者として利用団体への様々な情報提供

を行うとともに、利用団体から拠点運営への意見を募る場として、利用団体懇談会を

年１回開催しました。 

８月の利用者懇談会では、利用団体と共に緊急時の対応に備えるため、防災訓練を

実施しました。 

３月予定の懇談会は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、中止となり

ました。 

 

開催実績 １回 

参加団体数 32 団体 
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２ ボランティア業務  

(1)ボランティアに関する情報収集、分析、計画立案 

 地区社協、地区民児協やボランティアグループの会議に参加し、地域のボランティ

アニーズ、活動課題の情報収集に努めました。 

 特にちょこボラ等の生活支援ボランティアやサロンに参加するための移動手段の

確保等のニーズが高まっています。 

 今後、これらのニーズを身近な地域での支え合い活動で解決していけるよう地区社

協を中心に話し合いの場を設けていきます。 

 

(2)ボランティアに関する広報、情報提供 

 年に４回発行した社協だよりにボランティアセンターや福祉教育の記事を掲載し

ました。 

 あわせて、ホームページにてボランティア情報を掲載するとともに、ブログでは地

域の活動団体の取組を積極的に発信しました。 

 区老連主催のシニア大学やあおば de スタートセミナー等でボランティア活動に関

する講義を行いました。 

 

(3)ボランティアに関する相談、紹介 

 個人や施設からボランティア派遣依頼を受け、各種ボランティア調整を実施すると

ともに、拡大写本ボランティア養成講座を開催し、区内ボランティアグループへの参

加につなげました。 

 また、ボランティアセンター事業について地区民児協や地区社協等に積極的に周知

するとともに、身近な地域でのちょこボラ等の立上げ支援を引き続き行いました。 

 福祉教育支援においては、区内の小中学校から 38 件相談を受け、企画、講師の紹

介・調整、運営の協力を行いました。 

 災害時への対応については、区災害ボランティア連絡会の活動を広く地域に周知し

ました。 

 

登録人数 

個人 
新規  89 人 

累計  313 人 

団体 
新規  ６団体 

累計  123 団体 

相談件数  2,444 件 

依頼件数  145 件 

紹介人数  441 人 

調整数  2,935 回 
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(4)ボランティアに関する育成・支援・講座開催 

 ボランティア活動者の支援については、活動中も小まめに連絡をし、活動状況を把

握する等、安心して活動できるようサポート体制の強化に努めました。 

 技術系ボランティアグループの支援として拡大写本ボランティア養成講座を開催

しました。 

 夏休みボランティア体験では、中高生を中心としたボランティアに対するオリエン

テーション、活動先の調整等を行いました。 

 福祉教育の推進については、区内公立小中学校を対象とした本会独自財源による福

祉教育推進助成金を案内し、27 校に対して助成金を交付しました。 

 認知症サポーター養成講座については、地域ケアプラザ、キャラバンメイトに協力

いただき、小中学校を対象に開催しました。 

 上記に加え、ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）研修を開催し、地域における防災活動の

充実に努めました。 

 

３ 他の関連組織とのネットワーク  

(1)関連組織及び地域との連携 

 本会は、区内 130 を超える福祉保健活動団体で構成される会員組織です。加えて、

本会が進める「身近な地域のつながり・支え合い活動推進事業」により、職員は様々

な地域団体の活動に出向き、多くの地域関係者との接点を築いています。 

 これらのメリットを活かして、拠点利用団体の他、会員団体や職員が地域から得た

様々な情報を本会事業に反映させるとともに、関連団体にも積極的に情報提供し、接

点のなかった団体同士をつなげ、団体間の交流促進に努めています。 

 また、互いの活動を理解し、それぞれの福祉保健活動が連携するきっかけづくりの

場となることを意識し、取組を進めています。 

 

(2)地域の福祉保健課題への理解と協力 

 本会は社会福祉法第 109 条において、「地域福祉の推進を図ることを目的とする団

体」として位置づけられた公共性・公益性の高い民間社会福祉団体です。 

 本会の全ての事業や活動は、平成 25 年から取り組んでいる住民個人の生活課題を

把握し、区民とともに地域課題として認識して課題解決を図る「身近な地域のつなが

り・支え合い活動推進事業」を基盤としています。 

 この活動に加え、平成 28 年度から取り組む生活支援体制整備事業や第３期青葉区

地域福祉保健計画の推進においては、第１層生活支援コーディネーターや各地区担当

とともに積極的に地域に出向き、青葉区役所や区内 12 地域ケアプラザと一体になっ

て、区民の方々とともに「誰もが安心して自分らしく暮らせる地域社会をみんなでつ

くりだす」活動を進めています。 
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４ その他  

(1)職員体制、育成 

①職員体制 

・常勤職員 

 ３名（うち管理者２名。区社協業務と兼務） 

・非常勤職員 

 福祉保健活動拠点  ４名（月～土曜日：17 時～21 時、土日祝日：９時～17 時） 

 ボランティアセンター ２名（月～土曜日：９時～17 時） 

②拠点管理職員の育成 

 来館者の窓口満足度向上のため、職員の接遇研修や学習会を開催しました。 

 また、拠点管理職員全員でのミーティングや就業日報を活用した情報共有に努めま

した。 

③ボランティアコーディネーターの育成 

 接遇研修等の受講はもとより、最新のボランティア動向を把握するため、区内で活

動する各種ボランティア団体へのヒアリングを行うとともに、市社会福祉協議会等が

実施する外部研修受講による更なるスキルアップを図りました。 
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５ 施設の適正な管理・運営について  

 
 

ア 施設の維持管理について 

指定管理者として、公平・公正な施設管理に努めます。特に施設管理業務における

委託業者を選定する際は、見積合わせや入札等の適切な方法を採るとともに、質の確

保や経費節減の視点を持った選定に努めています。 

また、拠点開設から 14 年目を迎え、設備・備品の一部に老朽化が見られますが、

委託業者による点検の他、職員による日常点検により、故障・事故等の発生を未然に

防ぐとともに、計画的な整備・更新や修繕に努めています。 

 

＜開館時間＞ 

開館時間 利用時間：月～土曜日  午前９時～午後９時 

          日曜日・祝日 午前９時～午後５時 

休館日  年末年始（12 月 29 日～１月３日） 

 

＜建物・設備の保守点検、小破修繕＞ 

建物・設備保守点検 

・エレベーター設備保守      通 年（業務委託） 

・消防用設備点検         年２回（業務委託） 

・自動ドア点検          年２回（業務委託） 

小破修繕 

・多目的トイレ スライドドア修繕 

・女子トイレ 定水位弁修繕（２階） 

・点字プリンター防音ボックス修繕 

・エレベーター機能維持修繕 

 

＜清掃業務について＞ 

環境衛生維持 

・日常清掃          週２回（業務委託） 

               週１回（障がい者作業所へ委託） 

・定期清掃 床面       年４回（業務委託） 

窓ガラス     年３回（業務委託） 

照明器具     年１回（業務委託） 

空調フィルター  年４回（業務委託） 

換気口      年４回（業務委託） 

・害虫駆除          年２回（業務委託） 

  

＜警備業務について＞ 

施設警備 

・機械警備          通 年（業務委託） 
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イ 苦情受付体制について 

令和元年度 拠点に関する苦情は０件 ※その他事業への苦情２件 

 

本会苦情解決規則、及び横浜市社会福祉協議会苦情解決規則に基づく「苦情相談対

応マニュアル」に準拠した苦情受付体制を整えています。 

また、先に記載の「利用団体懇談会」や、拠点内に設置した「ご意見箱」、日々の

窓口対応等、利用者からの要望や苦情を受付ける仕組みを複数設け、対応しています。 

①苦情への対応手順 

苦情受付担当者→実務責任者（事務局長）→ 

市社協所管部長→苦情解決推進チーム→総括責任者 

※上記の仕組みの中で対応できない場合は、苦情解決調整委員（第三者委員）に

助言をいただき、厳正な対応、サービスの改善に努めます。 

②苦情解決制度の周知 

・苦情担当者や責任者を拠点内に掲示。 

・苦情解決制度の仕組みを拠点内に掲示し、わかりやすい周知に努めています。 

 

ウ 緊急時（災害・事件・事故等）の体制及び対応について 

①連絡体制 

施設内や法人内（市社会福祉協議会を含む）、並びに区役所との連絡体制を整え、

緊急時の対応に備えています。 

②職員の役割分担 

「事故・緊急対応マニュアル」や「消防計画」に沿って、職員の役割分担を徹底し、

緊急時に備えています。 

③地域や関係機関との連携体制 

大規模災害発生時には、区の災害対策本部、地域防災拠点、青葉区災害ボランティ

ア連絡会との連携のもと、災害救援活動（災害ボランティアセンター）が行えるよう

体制強化に努めています。 

④事故防止への取組 

職員だけでなく利用団体も緊急時に備えられるよう、利用団体懇談会にあわせて防

災訓練を実施しました。また、防犯カメラを設置し、事件・事故等の抑止・予防に努

めています。 

⑤大規模災害時からの復旧 

「事業継続計画」に基づき、１日も早い通常業務への復旧に努めます。 
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エ 個人情報保護の体制及び取組について 

「横浜市個人情報保護に関する条例」並びに「横浜市青葉区社会福祉協議会の保有

する個人情報に関する規程」に基づき、個人情報の適切な管理に努めるとともに、毎

年、個人情報保護に関する自主点検を行い、その保管・取扱状況を確認の上、対応が

必要な場合は改善策を講じます。 

また、誰もが閲覧可能な「個人情報取扱業務概要説明書」を設置し、取り扱う個人

情報の収集範囲を明示し、また情報開示請求に対応するべく、個人情報開示関係書類

（申出書、結果通知書等）を整備しています。 

なお、本会職員においては、毎年度当初に、職場内での個人情報保護研修を実施す

るほか、可能な限り複数の職員を外部研修に派遣し、その内容を職場内で伝達研修す

ることで、個人情報の取扱いに関する注意喚起を継続していきます。 

 

 

 
 

オ 環境への配慮及び取組について 

①よこはま３Ｒ夢(スリム)プランに基づいた環境配慮行動の推進 

・再利用、リサイクルを徹底し、廃棄物の発生抑制に努めています。 

・廃棄物の分別を徹底しています。 

・再生品、再使用品の積極的に活用しています。 

・利用者に対し、ごみ持ち帰りの協力を依頼しています。 

②職員・拠点利用者ともに省エネへの取り組み 

・不要な照明の消灯に努めています。 

・拠点内の冷暖房の適正温度設定実施の協力を依頼しています。 

・職員の季節に合った服装の徹底（クールビズ・ウォームビス）に努めています。 



（指定管理者が記入する様式）

収入の部 （税込、単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

14,913,000 417,746 15,330,746 15,330,746 0 横浜市より
0 0 0 0 0
0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

371,000 0 371,000 339,405 31,595
印刷代 350,000 350,000 318,405 31,595 拠点コピー機・印刷機

自動販売機手数料 0 0 0
駐車場利用料収入 0 0 0 0 0
その他（区老連負担金） 21,000 21,000 21,000 0 光熱水費等を按分し請求

15,284,000 417,746 15,701,746 15,670,151 31,595
支出の部

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

9,544,000 0 9,544,000 11,317,573  1,773,573
8,119,000 8,119,000 9,355,811  1,236,811

682,000 682,000 990,287  308,287
485,000 485,000 573,864  88,864
10,000 10,000 6,851 3,149

0 0
248,000 248,000 390,760  142,760

1,092,000 0 1,092,000 982,163 109,837
0 0

491,000 491,000 551,575  60,575 清掃用品、事務用品、録音室ケーブル等

0 0
0 0

140,000 140,000 36,742 103,258 電話料金

0 0 0 8,400  8,400 自販機目的外使用料

横浜市への支払分 0 8,400  8,400
その他 0 0

98,000 98,000 98,000
0 0

10,000 10,000 9,930 70 設備賠償保険代

0 0
30,000 30,000 0 30,000

283,000 283,000 313,182  30,182 リソグラフ・リソグラフ用コインベンダー・マット・AED

0 750  750 計量器定期点検手数料

0 0
40,000 40,000 61,584  21,584 求人広告費

252,000 0 252,000 113,859 138,141
252,000 252,000 113,859 138,141 ボランティアセンター（電話代・料金後納郵便・消耗品・業務委託）

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

3,765,000 417,746 4,182,746 3,988,701 1,582,484
1,470,000 0 1,470,000 1,388,439 1,470,000

電気料金 1,400,000 1,400,000 1,400,000
ガス料金 0 0
水道料金 70,000 70,000 70,000

650,000 650,000 713,736  63,736 日常・定期清掃

150,000 417,746 567,746 567,746 0 エレベーター修繕

520,000 520,000 523,200  3,200
735,000 0 735,000 468,140 266,860

空調衛生設備保守 0 0
消防設備保守 25,000 25,000 16,880 8,120
電気設備保守 490,000 490,000 412,020 77,980 昇降機保守＠339,660、自動ドア点検＠72,360

害虫駆除清掃保守 40,000 40,000 39,240 760
駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 180,000 180,000 0 180,000

0 0
240,000 240,000 327,440  87,440 ルート回収・産廃･機密廃棄・点字プリンター点検

631,000 0 631,000 601,100 29,900
0 0

631,000 631,000 600,300 30,700
0 800  800
0 0

15,284,000 417,746 15,701,746 17,003,396 86,789
0 0 0  1,333,245  55,194

使用料及び賃借料

備品購入費

管理費
自主事業費
自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

図書購入費
施設賠償責任保険

振込手数料

手数料

事業費
ボランティア等事業費

その他（　　　　　）

清掃費

地域協力費

消耗品費

印刷製本費
通信費

会議賄い費

支出合計
その他（　　　　　）
印紙税
消費税
事業所税

公租公課

差引

その他（　　　　　）
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修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費

リース料

光熱水費

事務費
旅費

退職給付引当金繰入額

科目

指定管理料
利用料金収入

自主事業収入
雑入

ボランティア等事業収入
自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入

社会保険料

収入合計

科目

人件費
給与・賃金

通勤手当

勤労者福祉共済掛金

職員等研修費

健康診断費
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